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研
究
業
績
一
覧

昭
和
52
年	
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
外
交
と
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
―
渤
海
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て　

国
史
学
１
０
３

	
怡
土
城
に
関
す
る
一
考
察　

続
日
本
紀
研
究　

１
９
４

昭
和
54
年	

渤
海
王
権
の
一
考
察
―
東
宮
制
を
中
心
と
し
て　

旗
田
巍
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
朝
鮮
歴
史
論
集
』
上
（
龍
溪
書
舎
）

	

渤
海
国
家
の
史
的
展
開
と
国
際
関
係　

朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
16

	

七
・
八
世
紀
の
大
宰
府
―
対
外
関
係
を
中
心
と
し
て　

国
学
院
雑
誌
80
―
11

昭
和
55
年	

古
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
―
渤
海
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て　

法
政
大
学
大
学
院
紀
要
４

	

寺
家
遺
跡
の
歴
史
的
性
格　

歴
史
研
究
２
３
８

昭
和
56
年	

古
代
の
山
城　

歴
史
研
究
２
４
０

	

『
三
国
史
記
』
と
日
本
史
研
究
―
『
三
国
史
記
』
高
麗
本
の
発
見
に
よ
せ
て　

歴
史
研
究
２
４
６

	

木
簡
と
そ
の
課
題　

歴
史
研
究
２
５
１

昭
和
57
年	

１
９
８
１
年
の
歴
史
学
界
―
日
本　

古
代
二　

史
学
雑
誌
91
―
５

昭
和
58
年	

古
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
意
識　

歴
史
学
研
究　

別
冊
特
集　

東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
編
と
民
衆
意
識

	

毗
曇
の
乱
《
新
羅
》　

歴
史
読
本
28
―
19

昭
和
59
年	

記
紀
と
「
中
華
思
想
」　

国
文
学	

解
釈
と
教
材
の
研
究
29
―
11
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昭
和
60
年	

仲
麻
呂
政
権
の
新
羅
征
討
計
画
の
狙
い　

歴
史
読
本
30
―
11

	

第
27
代
宣
化
天
皇
～
第
32
代
崇
峻
天
皇　

歴
史
と
旅
12
―
10

	

渤
海
国
中
台
省
牒
の
基
礎
的
研
究　

林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

	

渤
海
国
中
台
省
牒
の
位
署
に
つ
い
て　

日
本
歴
史
４
５
１

昭
和
61
年	

藤
原
仲
麻
呂
政
権
と
新
羅
征
討
計
画　

韓
国
文
化
８
―
１

昭
和
62
年	
渤
海
使
の
軌
跡
―
大
陸
か
ら
の
文
化
使
節　

歴
史
読
本
32
―
11

昭
和
63
年	
渤
海
通
事
の
研
究　

栃
木
史
学
２

	

律
令
制
下
の
武
蔵
国
／
律
令
制
の
変
質
と
武
蔵
国　

国
立
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
国
立
市
史
』（
国
立
市
）

平
成
元
年	

１
９
８
８
年
の
歴
史
学
界
―
日
本	

古
代
三　

史
学
雑
誌
98
―
５

平
成
３
年	

翻
刻
『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
「
常
疏
紙
充
帳
」（
高
田
淳
氏
と
共
著
）　

栃
木
史
学
５

	

遣
隋
使
／
遣
唐
使　

林
陸
朗
・
村
上
直
・
高
橋
正
彦
・
鳥
海
靖
編
『
日
本
史
総
合
辞
典
』（
東
京
書
籍
）

平
成
４
年	

東
北
ア
ジ
ア
の
動
向
と
古
代
日
本　

中
村
晃
一
・
鈴
木
靖
民
編
『
新
版
古
代
の
日
本
』
２
（
角
川
書
店
）

平
成
５
年	

華
夷
異
思
想
の
諸
相　

荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
』
Ⅴ
（
東
大
出
版
会
）

	

渤
海
遺
跡
再
訪　

栃
木
史
学
７

	

九
・
一
〇
世
紀
の
国
際
関
係
を
探
る　

吉
村
武
彦
・
吉
岡
眞
之
編
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
』
３
（
新
人
物
往
来
社
）

平
成
６
年	

渤
海
の
興
亡
と
日
本
と
の
関
係
―
東
北
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
渤
交
渉　
『
越
の
海
、
波
涛
の
海
』（
北
陸
電
力
）

	

海
東
の
盛
国
「
渤
海
」
の
史
的
展
開　
『
松
原
客
館
の
謎
に
せ
ま
る
―
古
代
敦
賀
と
東
ア
ジ
ア
』（
気
比
史
学
会
）

	

渤
海
国
上
京
竜
泉
府
出
土
の
和
同
開
珎　
『
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
会
会
報
』
４
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平
成
７
年	

ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
渤
海
・
女
真
の
遺
跡
を
訪
ね
て　

栃
木
史
学
９

	

日
本
と
渤
海
国
と
の
交
流　

佐
藤
和
彦
・
佐
々
木
虔
一
・
坂
本
昇
編
『
地
図
で
た
ど
る
日
本
史
』（
東
京
堂
出
版
）

	

日
本
に
お
け
る
渤
海
史
研
究
の
現
状　
『
環
日
本
海
論
叢
』
８

平
成
８
年	

欽
明
天
皇
―
仏
教
の
伝
来　

歴
史
と
旅
23
―
２

	
渤
海
を
め
ぐ
る
研
究
状
況　

歴
史
評
論
５
５
５

	
日
本
に
お
け
る
渤
海
史
研
究
の
成
果
と
課
題　

林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』（
雄
山
閣
出
版
）

平
成
９
年	

雅
楽
「
新
靺
鞨
」
に
み
る
古
代
日
本
と
東
北
ア
ジ
ア　

武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』（
山
川
出
版
社
）

	

日
本
と
渤
海
・
靺
鞨
と
の
交
流
―
日
本
海
・オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
圏
と
船　

村
井
章
介
・
佐
藤
信
・
吉
田
伸
之
編
『
境
界
の
日
本
史
』（
山
川
出
版
社
）

	

朝
鮮
半
島
の
烽
燧　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
国
家
と
の
ろ
し
」
宇
都
宮
市
実
行
委
員
会
・
平
川
南
・
鈴
木
靖
民
編

	

　
『
烽
の
道
―
古
代
国
家
の
通
信
シ
ス
テ
ム
』（
青
木
書
店
）

平
成
10
年	

ロ
シ
ア
の
渤
海
遺
跡
調
査　

斯
花
31

	

渤
海
の
王
都
と
領
域
支
配　

古
代
文
化
50
―
９

	

渤
海
国
文
化
点
描　

し
に
か
９
―
９

	

渤
海
と
日
本
の
交
流　

歴
史
と
地
理
５
１
９

平
成
11
年	

「
唐
碑
亭
」、
す
な
わ
ち
「
鴻
臚
井
の
碑
」
を
め
ぐ
っ
て　

朝
鮮
文
化
研
究
６

	

新
羅
王
権
と
新
羅
・
黒
水
靺
鞨
・
日
本
と
の
関
係　

ア
ジ
ア
遊
学
６
	

渤
海
史
研
究
と
近
代
日
本　

駿
台
史
学
１
０
８

平
成
12
年	

出
土
文
字
資
料
に
み
る
古
代
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
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『
掘
り
出
さ
れ
た
「
文
字
」
―
出
土
文
字
資
料
か
ら
さ
ぐ
る
古
代
の
下
野
』（
栃
木
県
立
博
物
館
）

平
成
13
年	

『
渤
海
と
古
代
の
日
本
』（
校
倉
書
房
）

	

九
・
十
世
紀
の
日
本
の
国
際
関
係　

ア
ジ
ア
遊
学	

26

平
成
14
年	

古
代
日
本
と
蝦
夷
・
隼
人
、
東
ア
ジ
ア
諸
国　

佐
藤
信
編
『
日
本
の
時
代
史
』
４
（
吉
川
弘
文
館
）

	

渤
海
と
古
代
日
本
―
日
本
海
を
結
ぶ
交
流	

青
柳
正
規
・ロ
ナ
ル
ド
＝
ト
ビ
編
『
日
本
海
学
の
新
世
紀	

環
流
文
化
と
美
』（
角
川
書
店
飛
鳥
企
画
）

平
成
15
年	
（
講
演
録
）
日
本
の
な
か
の
渤
海
文
化　

渤
海
国
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
監
修
『
渤
海
国
交
流
の
謎
を
探
る
』（
富
来
町
）

	
渤
海
の
交
易
―
朝
貢
・
互
市
、
そ
し
て
三
彩　

佐
藤
信
編
『
日
本
と
渤
海
の
古
代
史
』（
山
川
出
版
社
）

	

律
令
国
家
の
誕
生
と
下
毛
野
国
―
西
下
谷
田
遺
跡
と
上
神
主
・
茂
原
遺
跡
を
中
心
に

	

　

栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
編
『
律
令
国
家
の
誕
生
と
下
野
國
』（
栃
木
県
教
育
委
員
会
）

平
成
17
年	

円
仁
の
足
跡
を
訪
ね
て
―
山
東
半
島　

栃
木
史
学
19

	

律
令
国
家
の
誕
生
と
下
野
国　

大
金
宣
亮
氏
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
『
古
代
東
国
の
考
古
学
』（
慶
友
社
）

	

渤
海
の
遣
唐
使　

専
修
大
学
・
西
北
大
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

	

　
『
遣
唐
使
の
見
た
中
国
と
日
本
―
新
発
見
「
井
真
成
墓
誌
」
か
ら
何
が
わ
か
る
か
』（
朝
日
新
聞
社
）

	

藤
原
清
河
―
望
郷
の
遣
唐
使　

栄
原
永
遠
男
編
『
古
代
の
人
物
』
３
（
清
文
堂
出
版
）

平
成
18
年	

最
澄
の
将
来
目
録
と
遣
唐
使
の
印　

栃
木
史
学
20

	

古
代
日
本
海
の
交
流　

小
林
昌
二
監
修
／
熊
田
亮
介
・
坂
井
秀
弥
編
『
日
本
海
域
歴
史
大
系
』
２
（
清
文
堂
出
版
）

平
成
19
年	

『
東
亜
考
古
学
会
と
近
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』

	

　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
２
０
０
４
―
２
０
０
６
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
）

	

遣
唐
使
時
代
に
お
け
る
渤
海
の
位
置　

東
海
史
学
41
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平
成
20
年	

渤
海
と
古
代
日
本　

日
本
海
学
推
進
機
構
編
『
日
本
海
学
の
新
世
紀
』
８
（
角
川
学
芸
出
版
）

平
成
21
年	

下
野
国
の
慈
覚
大
師
円
仁
ゆ
か
り
の
史
跡
／
入
唐
求
法
の
僧
、
円
仁　

鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』（
高
志
書
院
）

	

渤
海
の
都
城　

妹
尾
達
彦
編
『
都
市
と
環
境
の
歴
史
学
』
第
2
集
（
中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
）

	

渤
海
の
都
城
制
度　

妹
尾
達
彦
編
『
都
市
と
環
境
の
歴
史
学
』
第
4
集
（
中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
）

	
北
関
東
の
古
代
社
会
と
渡
来
人
・
蝦
夷　

国
史
学
１
９
８

	
発
掘
調
査
報
告
書
『
東
京
城
』
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て　

田
村
晃
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
扶
桑
』（
青
山
考
古
学
会
）

	

雅
楽
《
新
靺
鞨
》
に
み
る
古
代
日
本
と
東
北
ア
ジ
ア　

神
野
藤
昭
夫
・
多
忠
輝
監
修
『
越
境
す
る
雅
楽
文
化
』（
書
肆
フ
ロ
ー
ラ
）

	

地
域
研
究	
古
代
の
日
本
海
交
流
に
学
ぶ
―
渤
海
史
研
究
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
平
和
へ
の
道　

世
界
平
和
研
究
35
―
４

平
成
22
年	

渤
海
の
遣
唐
使　

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
４

	

「
日
本
紀
の
御
局
」
と
呼
ば
れ
た
紫
式
部　

林
田
孝
和
ほ
か
著
『
源
氏
物
語
の
魅
力
』（
お
う
ふ
う
）

	

東
亜
考
古
学
会
の
東
京
城
調
査　

菊
池
俊
彦
編
『
北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
）

平
成
23
年	

嵩
山
法
王
寺
舎
利
蔵
誌
と
円
仁

	

　

氣
賀
澤
保
規
編
『
洛
陽
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
論
文
集　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
洛
陽
の
位
置
』（
汲
古
書
院
）

	

中
国
河
南
省
登
封
市
法
王
寺
所
蔵
「
釈
迦
舎
利
蔵
誌
」
の
調
査
―
第
一
次
・
第
二
次
調
査
を
中
心
に　

栃
木
史
学
25

	

渤
海
史
研
究
と
朝
鮮
史　

朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
49

	

法
王
寺
釈
迦
舎
利
蔵
誌
の
史
料
性
と
解
釈　

鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
石
刻
の
史
料
学
―
法
王
寺
釈
迦
舎
利
蔵
誌
』（
高
志
書
院
）

平
成
24
年	

大
祚
栄
の
「
渤
海
郡
王
」
冊
封
を
め
ぐ
っ
て　

鈴
木
靖
民
編
『
日
本
古
代
の
王
権
と
東
ア
ジ
ア
』（
吉
川
弘
文
館
）

	

入
唐
留
学
生
吉
備
真
備　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
編
『
歴
史
の
な
か
の
人
間
』（
お
う
ふ
う
）
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法
王
寺
釈
迦
舎
利
蔵
誌
の
史
料
性
と
解
釈　

平
㔟
隆
郎
・
塩
沢
裕
仁
編『
関
野
貞
大
陸
調
査
と
現
在
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

平
成
25
年	

ク
ラ
ス
キ
ノ
古
城
と
塩
州　

清
水
信
行
研
究
代
表
者
『
論
集　

沿
海
州
渤
海
古
城
ク
ラ
ス
キ
ノ
古
城
の
機
能
と
性
格
』

	

　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
２
０
１
０
―
２
０
１
２
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）

	

（
講
演
録
）「
海
東
の
盛
国
渤
海
」の
歴
史　

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
編『
石
川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録　

第
15
回
―
第
17
回（
能
登
）』（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）

	

慈
覚
大
師
円
仁　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
編
『
栃
木
文
化
へ
の
誘
い
』（
下
野
新
聞
社
）

平
成
26
年	
（
講
演
録
）古
代
の
東
ア
ジ
ア
の
動
向
と
鞠
智
城　

熊
本
県
教
育
委
員
会
編『
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
成
果
報
告
書	

２
０
１
３
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
）

	
遣
唐
使
の
航
路　

栃
木
史
学
28

平
成
28
年	

円
仁
と
『
法
華
経
』　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
日
本
文
化
研
究
１

平
成
29
年	

後
期
新
羅
と
渤
海（
李
成
市
氏・橋
本
繁
氏
と
共
著
）　

李
成
市・宮
嶋
博
史・糟
谷
憲
一
編『
世
界
歴
史
大
系　

朝
鮮
史
１
』（
山
川
出
版
社
）

	

林
陸
朗
先
生
の
思
い
出　

国
史
学
２
２
３

令
和
２
年	

東
亜
考
古
学
会
の
渤
海
研
究
と
満
州
進
出　

歴
史
学
研
究
９
９
７

令
和
３
年	

ク
ラ
ス
キ
ノ
古
城
と
塩
州　

清
水
信
行
・
鈴
木
靖
民
編
『
渤
海
の
古
城
と
国
際
交
流
』（
勉
誠
出
版
）

	

現
代
に
つ
な
が
る
日
中
朝
の
人
物
交
流
―
慈
覚
大
師
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
読
む　

世
界
平
和
研
究
47
―
３

【
監
修
】	

平
成
15
年
～
17
年　

小
西
聖
一
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ん
げ
ん
日
本
史
』
全
二
〇
巻
（
理
論
社
）

	

平
成
21
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
見
え
る
歴
史
」
取
材
班
『
見
え
る
歴
史
』（
中
経
出
版
）

	

平
成
26
年　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
歴
史
に
ド
キ
リ
」
制
作
班
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史
に
ド
キ
リ　

獅
童
が
変
身
★
日
本
を
築
い
た
52
人
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

	

平
成
28
年	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
10ｍ
ｉｎ
．ボ
ッ
ク
ス
」
制
作
班
編
『
10
分
で
読
む	

日
本
の
歴
史
』（
岩
波
書
店
）


